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当
日
の
会
談
で
松
本
会
長

は
、
先
の
地
震
に
よ
り
石
川

県
を
中
心
と
し
た
多
数
の
医

療
機
関
や
介
護
施
設
等
が
深

刻
な
被
害
を
受
け
、
今
な
お

本
格
復
旧
に
は
至
っ
て
い
な

い
現
状
を
説
明
し
た
上
で
、

要
請
書
の
内
容
を
概
説
。

国
に
対
し
て
、
（
１
）
医

療
施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助

金
等
に
よ
る
支
援
等
、
（
２
）

被
災
地
の
医
療
・
介
護
従
事

者
の
確
保
、
（
３
）
他
省
庁

と
の
連
携

─
の
３
点
に
つ

い
て
、
格
別
の
配
慮
を
求
め

る
と
と
も
に
、
補
助
に
当
た

っ
て
は
、
被
災
医
療
機
関
等

が
公
的
か
民
間
か
を
問
わ

ず
、
事
業
者
負
担
を
極
力
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
対
応
を

要
請
し
た
（
具
体
的
な
要
請

項
目
は
下
掲
参
照
）
。

こ
れ
ら
の
要
請
に
対
し

て
、
武
見
厚
労
大
臣
は
一
定

の
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、

被
災
地
へ
の
支
援
策
は
あ
る

程
度
充
実
し
て
き
て
お
り
、

運
用
で
手
当
て
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
。
更

に
、
避
難
者
が
元
の
居
住
先

等
へ
戻
る
に
は
、
ま
ず
医
療

機
関
や
介
護
施
設
が
復
旧
し

て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り

住
居
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
住
居
の
確

保
を
優
先
的
に
対
応
し
て
い

く
意
向
を
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
松
本
会
長

は
、
特
に
看
護
職
員
の
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
状
況

を
報
告
。
「
看
護
職
員
が
確

保
で
き
な
け
れ
ば
医
療
機
関

等
の
復
旧
は
困
難
で
あ
り
、

何
と
か
復
旧
で
き
た
と
し
て

も
継
続
し
て
い
け

な
い
」
と
、
被
災

地
を
面
で
支
え
る

地
域
医
療
の
今
後

に
危
機
感
を
表
す

と
と
も
に
、
金
沢

以
南
に
避
難
し
た

患
者
の
帰
還
を
実

現
す
る
に
も
、
被

災
地
の
医
療
提
供

体
制
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
、
そ
の

た
め
の
更
な
る
財

政
支
援
を
求
め

た
。ま

た
、
松
本
会

長
は
、
（
１
）
災

害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

に
続
き
、
日
本
赤

十
字
社
の
撤
収
も

進
み
つ
つ
あ
る
中

で
、
日
本
医
師
会

災
害
医
療
チ
ー
ム

（
以
下
、
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
が
、
被
災
者

の
医
療
支
援
、
健

康
管
理
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果

た

し

て

い

る
、

　松本吉郎会長は3月8日に厚生労働省を訪れ、武見敬三厚生労働大臣
に、令和6年能登半島地震により被害を受けた医療機関等の早期復旧及
び再建の実現に向け、補助金等の支給、医療・介護従事者の確保等を
求める要請書を手交した。

がんばろう！！ 石川
医師会は一体・一丸となって
被災地の医療を支えていきます

（
２
）
石
川
県
庁
が
取
り
ま

と
め
た
結
果
に
よ
る
と
、
災

害
関
連
死
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
多

数
派
遣
さ
れ
た
２
月
や
３
月

は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
１
月

下
旬
以
来
15
人
に
と
ど
ま
っ

て
い
る

─
こ
と
な
ど
を
説

明
。
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
を
今

後
も
続
け
て
い
く
た
め
に

も
、
災
害
救
助
法
の
医
療
関

係
の
適
用
期
間
を
必
要
に
応

じ
て
延
長
す
る
こ
と
を
併
せ

て
要
請
し
た
。

そ
の
他
、
両
者
は
、
被
災

地
に
は
引
き

続
き
長
期
の

支
援
が
必
要

で
あ
り
、
国

と
日
本
医
師

会
で
緊
密
な

連
携
を
取
り

な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
。松
本
会
長
は
、

被
災
地
の
地
域
医
療
が
復
旧

す
る
ま
で
、
現
場
の
需
要
に

応
じ
て
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
す

る
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
て

い
く
意
向
を
伝
え
た
。

具体的要請事項
１．医療施設等災害復旧費補助金等による支援等について
● �救急医療や在宅医療等の政策医療実施機関という補助対象施設の要件については、地域の医
療を面として支え、身近な「かかりつけ医機能」を担っている医療機関を幅広く対象とする
こと

● �公的医療機関以外の医療機関の補助率（2分の1）を引き上げること（激甚災害における公
的医療機関の補助率と同等以上）

● �1品につき50万円以下の医療機器を対象に追加すること
● �人員が限られている被災地の医療機関等のため、補助事業の周知徹底、申請手続きや実地調
査等に関する丁寧な説明、手続きの簡素化、補助金の早期交付等に十分配慮すること

● �他の財源による場合を含め、被災地の医療機関、被災地行政や医師会等による仮設診療施設
等の設置・運営に係る費用の補助をすること

２．被災地の医療・介護従事者の確保について
● �（一部）業務を停止している医療機関や介護施設等の従業者（看護職、介護職、事務職等）
の雇用を維持するため、人件費を支援すること。また、被災地での住居確保を含め人員確保
のための支援策を講じること

● �地域医療を担う看護職養成の継続を支援すること（1の補助金による学校建物の復旧の他、
被災学生の授業料等の支援）

３．他省庁との連携について
● �被災地の医療機関等の復旧に必要不可欠なライフラインの修繕・強靭化等のため、関係省庁
と連携すること

● �中小企業庁の「なりわい再建支援事業」について、今回は個人立の他、医療法人立医療機関
も対象となることやその窓口等について周知し、希望する医療機関が確実に補助を受けられ
るよう配慮すること

● �新幹線敦賀延伸による「3.16問題」のために、2次避難施設からの早期の退去が迫られる避
難者が散見され、不安が広がっている。仮設住宅の建設やライフラインの復旧等、いわゆる
1.5次避難所、2次避難所に避難している被災者の多くが能登半島北部に安心して帰還できる
状況となるまで、これらの避難所を存続させること

● �被災医療機関に適用されうる財政支援制度（補助、無利子・低利子融資等）を所管する他省
庁と連携の上、当該医療機関が最適な選択をすることができるよう、さまざまな支援策を取
りまとめの上で示すこと

● �被災地支援が長期化する可能性が高いため、被災県である石川県医師会によるチームを含め
日本医師会医療チーム“JMAT”等の医療活動を支える災害救助法（災害救助費の支弁）の
適用期間を必要に応じて延長すること

松本会長
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令
和
５
年
度
日
本
医
師
会

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

が
３
月
２
、
３
の
両
日
、「
医

療
Ｄ
Ｘ
で
何
が
変
わ
る
か
!?

～
国
民
と
医
療
者
が
笑
顔
に

な
る
た
め
に
～
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

第
１
日

協
議
会
は
担
当
の
長
島
公

之
常
任
理
事
の
司
会
で
開

会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松

本
吉
郎
会
長

は
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
日
本

医
師
会
災
害
医

療
チ
ー
ム
の
活

動
に
感
謝
の
意

を
表
明
。
本
協

議
会
に
関
し
て

は
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
る
と
し

て
、
参
加
者
に

と
っ
て
有
意
義

な
も
の
と
な
る

こ
と
に
期
待
感

を
示
し
た
。

Ⅰ
．
医
療
Ｄ
Ｘ 

に
つ
い
て

引
き
続
き
、

１
日
目
に
は
六

つ
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。

長
島
常
任
理

事
は
ま
ず
、
日
本
医
師
会
が

目
指
す
医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い

て
、
適
切
な
情
報
連
携
や
業

務
の
効
率
化
な
ど
を
進
め
る

こ
と
で
、
国
民
・
患
者
へ
安

全
・
安
心
で
よ
り
質
の
高
い

医
療
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
医
療
現
場
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
説

明
。
国
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ

に
関
し
て
は
、
今
後
も
適
切

に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
全
面

的
に
協
力
し
て
い
く
考
え
を

示
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
拙せ

っ
そ
く速

に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
提

供
体
制
に
混
乱
・
支
障
が
生

じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
国
民
、
医
療
者
を
誰
一

人
取
り
残
し
て
は
な
ら
な
い

と
強
調
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
掛
か
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
本
来
、
国
が
全
額
負
担

す
べ
き
と
主
張
し
た
。

ま
た
、
全
国
医
療
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、

全
国
医
療
情
報
Ｐ
Ｆ
）
と
既

存
の
地
域
医
療
情
報
連
携
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
地
連

Ｎ
Ｗ
）
は
併
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
説
明
。
標
準
型
電
子

カ
ル
テ
に
関
し
て
は
、
「
必

要
な
機
能
は
一
定
程
度
ま
と

め
た
上
で
リ
リ
ー
ス
す
る
」

「
診
療
報
酬
改
定
な
ど
大
き

な
改
修
と
同
時
に
行
う
」
こ

と
な
ど
を
提
案
す
る
と
と
も

に
、
紙
の
カ
ル
テ
で
も
情
報

共
有
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
を
強
く
求
め
た
。

更
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て
は
、
対
面
診
療
を

原
則
と
し
て
適
切
に
組
み
合

わ
せ
る
べ
き
と
し
た
他
、
利

便
性
の
み
を
重
視
し
て
、
安

易
に
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い

と
の
考
え
を
改
め
て
示
し

た
。そ

の
他
、
同
常
任
理
事
は
、

（
１
）
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る

日
本
医
師
会
の
取
り
組
み
、

（
２
）
令
和
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ

へ
の
対
応

─
等
を
概
説
。

（
１
）
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

医
師
資
格
証
を
３
月
末
に
リ

リ
ー
ス
予
定
で
あ
る
こ
と
や
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
と
し
て
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
ま

た
、(

２)

で
は
「
医
療
Ｄ
Ｘ

推
進
体
制
整
備
加
算
」
や
「
在

宅
医
療
情
報
連
携
加
算
」
が

新
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
、

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
。

田
中
彰
子
厚
生
労
働
省
医

政
局
参
事
官
（
特
定
医
薬
品

開
発
支
援
・
医
療
情
報
担

当
）
は
医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、

「
厚
労
省
と
し
て
も
推
進
室

を
設
置
す
る
な
ど
、
そ
の
推

進
に
省
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
し
た
他
、
現
場

の
負
担
を
最
小
限
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
標
準
型

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど

を
報
告
。
ま
た
、
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
に
は
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
進
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
の
内
容
を
よ
り
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
の
改
定
を

行
う
と
と
も
に
、
医
療
法
施

行
規
則
第
14
条
に
２
項
を
新

設
し
、
病
院
、
診
療
所
ま
た

は
助
産
所
の
管
理
者
が
遵
守

す
べ
き
事
項
と
し
て
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
」
を
追
加
し
た
こ
と
な
ど

を
概
説
し
た
。

中
園
和
貴
厚
労
省
保
険
局

医
療
介
護
連
携
政
策
課
保
険

デ
ー
タ
企
画
室
長
は
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
利
用
状
況

と
し
て
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
の
際
に
災
害
時
モ
ー

ド
の
情
報
閲
覧
が
約
２
万
９

６
０
０
件
（
２
月
26
日
現
在
）

あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
待
合
室
で
視

聴
可
能
な
動
画
の
制
作
な
ど

を
検
討
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、

そ
の
推
進
に
は
都

道
府
県
行
政
や
保

険
者
の
関
わ
り
も

不
可
欠
だ
と
し

て
、
働
き
掛
け
を

行
っ
て
い
く
意
向

を
示
し
た
。

更
に
、
マ
イ
ナ

保
険
証
利
用
促
進

に
取
り
組
む
医
療

機
関
・
薬
局
へ
の

支
援
金
に
つ
い
て

も
触
れ
、
交
付
に

当
た
っ
て
は
医
療

機
関
等
か
ら
の
実

績
報
告
も
不
要
な

こ
と
な
ど
を
説
明

し
、
そ
の
活
用
を

求
め
た
。

と
し
た
他
、
令
和
６
年
度
に

は
医
療
情
報
化
支
援
基
金
の

補
助
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
診
療
報

酬
上
の
評
価
も
導
入
さ
れ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

日
野
力
内
閣
府
健
康
・
医

療
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官

は
次
世
代
医
療
基
盤
法
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
特
徴
と
し
て
、

（
１
）
医
療
機
関
の
他
、
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
か
ら
多
様
な

デ
ー
タ
を
収
集
し
て
お
り
、

名
寄
せ
が
可
能
、
（
２
）
ア

ウ
ト
カ
ム
情
報
を
含
む
大
規

模
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
、
（
３
）
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
加
工
が
可
能

─
な
ど

を
挙
げ
る
一
方
で
、
そ
の
利

活
用
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
課
題
で
あ
っ
た
と
指
摘
。

そ
の
改
善
の
た
め
、
法
改

正
が
行
わ
れ
、
新
た
に
『
仮

名
加
工
医
療
情
報
』
を
作
成

し
、
利
用
す
る
仕
組
み
を
創

設
し
た
他
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
等
の
公

的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
連
結

を
可
能
と
し
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。

島
添
悟
亨
厚
労
省
政
策
統

括
官
付
情
報
化
担
当
参
事
官

室
室
長
補
佐
は
診
療
報
酬
改

定
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
工
程
表

に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
か

ら
共
通
の
マ
ス
タ
・
コ
ー
ド

及
び
共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
提
供
し
つ
つ
、
全
国
医
療

情
報
Ｐ
Ｆ
と
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
中
小
病
院
・
診
療

所
等
に
お
い
て
も
負
担
を
極

小
化
で
き
る
よ
う
、
最
終
的

に
は
標
準
型
レ
セ
プ
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
提
供
も
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。「
そ

の
推
進
に
よ
り
医
療
保
険
サ

猪
飼
裕
司
厚

労
省
大
臣
官
房

総
務
課
企
画

官
・
電
子
処
方

箋せ
ん

サ
ー
ビ
ス
推

進
室
長
は
電
子

処
方
箋
の
導
入

が
進
ま
な
い
要
因
と
し
て
、

（
１
）
周
囲
の
医
療
機
関
・

薬
局
が
導
入
し
て
い
な
い
、

（
２
）
複
数
の
シ
ス
テ
ム
改

修
が
次
々
と
（
断
続
的
に
）

必
要
と
な
る
こ
と
に
よ
る
負

担
増
大
、
（
３
）
電
子
署
名

対
応
に
手
間
が
掛
か
る
、

（
４
）
導
入
し
て
も
問
題
な

く
使
え
る
か
不
安
、
（
５
）

患
者
か
ら
の
要
請
が
な
く
、

ニ
ー
ズ
を
感
じ
な
い

─
が

考
え
ら
れ
る
と
指
摘
。
そ
の

改
善
策
と
し
て
、
好
事
例
や

成
功
事
例
を
厚
労
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る

ー
ビ
ス
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
し
て
、
協
力

を
求
め
た
。

ま
た
、
医
療
機
関
・
薬
局

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
活
用
推
進
事
業
に
つ
い

て
も
触
れ
、
「
地
域
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、

地
域
単
位
で
申
し
込
み
を
し

て
欲
し
い
」
と
し
た
。

そ
の
後
は
、
出
席
者
と
演

者
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
１
日
目
に
は
協
議

会
に
先
立
っ
て
事
務
局
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
日
本
医

師
会
事
務
局
か
ら
「
日
本
医

師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ

ム
」
や
「
新
会
員
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
他
、

警
察
庁
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃

事
案
の
被
害
の
傾
向
や
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

第
２
日

２
日
目
に
は
、
二
つ
の
テ

ー
マ
に
関
す
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。

Ⅱ
．
医
療
Ｄ
Ｘ
と
地
域
医

療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク

長
島
常
任
理
事
は
、
医
療

Ｄ
Ｘ
の
全
国
医
療
情
報
Ｐ
Ｆ

と
地
連
Ｎ
Ｗ
の
未
来
に
つ
い

て
解
説
。
両
者
の
関
係
を
、

前
者
は
高
速
道
路
、
後
者
は

生
活
道
路
の
よ
う
な
も
の
と

例
え
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
、
役

割
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
医

療
や
介
護
の
地
域
特
性
も
踏

ま
え
な
が
ら
両
者
が
連
携
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し

た
。ま

た
、
全
国
医
療
情
報
Ｐ

Ｆ
は
、
公
的
保
険
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
網
羅
性
な
ど
に
優

れ
る
一
方
で
、
地
連
Ｎ
Ｗ
に

は
独
自
の
機
能
が
あ
り
、
全

国
医
療
情
報
Ｐ
Ｆ
に
そ
れ
ら

が
実
装
さ
れ
る
予
定
は
な
い

こ
と
か
ら
、
併
用
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
考
え

を
示
し
た
。

次
に
、
日
医
総
研
の
ワ
ー

キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
基
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
全
国
地

域
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
概
況
と
し
て
、
地
連

Ｎ
Ｗ
数
の
推
移
や
運
営
主

体
、連
携
状
況
な
ど
を
紹
介
。

「
地
連
Ｎ
Ｗ
の
未
来
の
た
め

に
は
、
地
連
Ｎ
Ｗ
の
目
的
・

有
用
性
・
効
果
、
運
用
方
法
、

財
源
の
再
検
討
が
必
要
」
と

し
た
上
で
、
具
体
的
な
検
討

項
目
と
し
て
、（
１
）「
全
国

医
療
情
報
Ｐ
Ｆ
」と
の
連
携
、

機
能
分
担
、
イ
ン
フ
ラ
の
活

用
、
（
２
）
電
子
カ
ル
テ
の

標
準
化
へ
の
対
応
、
（
３
）

広
域
化
、
全
国
化
（
シ
ス
テ

ム
、
同
意
取
得
・
運
用
ル
ー

ル
）、（
４
）
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
行
政
・

民
間
）
と
の
連
携

─
等
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、
事
業
者

に
は
費
用
負
担
軽
減
、
患
者

登
録
、
同
意
確
認
等
の
業
務

負
担
軽
減
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
と
し
た
。

長
友
篤
志
佐
賀
県
診
療
情

報
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
協
議

会
運
営
管
理
者
は
、
佐
賀
県

診
療
情
報
地
域
連
携
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
「
ピ
カ
ピ
カ
リ
ン

ク
」
の
運
用
状
況
を
報
告
。

参
加
施
設
を「
開
示
施
設
」

と
「
閲
覧
施
設
」
に
区
分
し

た
、
基
本
的
に
一
方
向
的
な

構
造
と
な
っ
て
お
り
、
「
医

療
者
間
の
診
療
情
報
共
有
ツ

ー
ル
に
徹
す
る
」
「
ツ
ー
ル

と
し
て
の
価
値
向
上
に
務
め

る
」
こ
と
を
貫
い
て
い
る
と

し
た
。

ま
た
、
全
国
医
療
情
報
Ｐ

Ｆ
と
の
連
携
に
向
け
て
、
必

要
な
機
能
を
見
直
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
運
営
を
継

続
し
て
い
く
方
針
を
示
す
と

と
も
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
の
実

装
が
「
共
存
」
の
一
つ
の
解

に
な
る
と
の
考
え
を
示
し

た
。田

能
村
祐
一
別
府
市
医
師

会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
地
域
医
療
連
携

室
長
／
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー

管
理
者
は
、
大
分
県
別
府
市

の「
ゆ
け
む
り
医
療
ネ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
報
告
。
地
域
に
密

着
し
た
地
連
Ｎ
Ｗ
を
目
指
し

て
い
る
が
、
（
１
）
一
般
診

療
が
手
一
杯
で
情
報
を
自
ら

操
作
し
て
取
得
す
る
時
間
が

無
い
、
（
２
）
そ
も
そ
も
医

療
連
携
が
少
な
く
必
要
な

い
、
（
３
）
セ
ン
タ
ー
サ
ー

バ
ー
の
利
用
料

─
な
ど
、

情
報
を
取
得
す
る
負
担
や
費

用
負
担
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
と
し
た
。

更
に
、
今
後
は
全
国
医
療

情
報
Ｐ
Ｆ
と
の
連
携
に
向
け

た
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
課

題
へ
の
対
応
も
進
め
て
い
く

意
向
を
示
す
と
と
も
に
、「
関

係
団
体
と
の
連
携
を
進
め
る

こ
と
が
、
ゆ
け
む
り
医
療
ネ

ッ
ト
の
生
き
残
る
道
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

杉
浦
弘
明
し
ま
ね
医
療
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
理

事
・
事
務
局
長
／
出
雲

「
医
療
Ｄ
Ｘ
で
何
が
変
わ
る
か
!?

   
〜
国
民
と
医
療
者
が
笑
顔
に
な
る
た
め
に
〜
」を

                                           

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催

令
和
５
年
度
日
本
医
師
会
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

←



（3）第1501号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和6年4月5日

例
記
者
会
見
で

そ
の
内
容
を
説

明
し
た
神
村
裕

子
常
任
理
事

は
、
有
床
診
療

所
に
つ
い
て
、

「
無
床
診
療
所

と
比
べ
て
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
の
あ
る
施
設
形
態
で
あ

る
」
と
し
た
上
で
、
「
施
設

規
模
や
従
業
員
数
が
比
較
的

大
き
な
有
床
診
療
所
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
病
院
と

自
宅
の
中
間
的
な
施
設
と
し

て
の
利
用
な
ど
、
多
様
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
の

新
興
・
再
興
感
染
症
へ
の
対

応
に
も
一
定
の
役
割
が
期
待

さ
れ
る
他
、
災
害
時
な
ど
の

有
事
に
お
い
て
も
地
域
拠
点

と
し
て
活
躍
で
き
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
も
っ
た
施
設
で
あ

る
」
と
強
調
。
日
本
医
師
会

と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
周

知
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
全

国
各
地
の
地
域
に
寄
り
添
っ

て
い
る
有
床
診
療
所
を
、
更

に
支
え
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。

ご活用下さい！

 リーフレット「特定行為に係る
看護師の研修制度」

　今号の9～ 12面として「特定行為に係る看護
師の研修制度」をご紹介したリーフレットを同
梱しています。
　訪問看護師は特定行為研修を受講することで、
医師があらかじめ作成した手順書に基づき、在
宅療養に不可欠な医療行為を診療の補助として
担うことができるようになります。これにより、
医師の負担が軽減されることから、本制度は働
き方改革を実現するための方策としても期待さ
れています。
　リーフレットには、「訪問看護師が在宅で行う
主な特定行為」「医師と特定行為研修修了者によ
る協働の流れ」等が記載されておりますので、
ご一読頂き、本制度のご活用をご検討頂ければ
幸いです。

医
師
会
理
事
は
、
し
ま

ね
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
ま
め
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

報
告
。
地
域
ア
プ
リ
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
、
基
盤
シ
ス
テ
ム
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県
が
担
当
し

っ
と
」
に
つ
い
て
、
財
政
難

等
を
理
由
に
令
和
６
年
度
を

も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
が

決
定
し
た
こ
と
を
報
告
。

そ
の
経
緯
を
説
明
し
た
上

で
、
終
了
後
の
デ
ー
タ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
「
法
的

に
も
道
義
的
に
も
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ

の
個
人
情
報
は
参
加
者
の
求

め
に
応
じ
て
開
示
す
る
責
任

を
有
す
る
と
の
結
論
に
至
っ

た
」
と
述
べ
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ
や
Ｐ

Ｈ
Ｒ
の
運
営
団
体
は
、
サ
ー

ビ
ス
終
了
後
も
参
加
者
の
個

人
情
報
を
開
示
す
る
責
任
が

あ
る
と
の
見
方
を
示
し
た

他
、
今
後
「
と
ね
っ
と
」
が

担
っ
て
き
た
機
能
を
ど
う
代

行
し
て
い
く
の
か
に
懸
念
を

示
し
た
。

そ
の
後
の
総
合
討
論
で

は
、
地
連
Ｎ
Ｗ
の
県
外
と
の

連
携
や
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ
・
Ｐ
Ｈ
Ｒ

機
能
に
関
す
る
考
え
方
等
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

な
が
ら
運
営
し
て
い
る
こ
と

や
、
費
用
面
の
実
情
、
在
宅

医
療
や
介
護
な
ど
現
場
で
の

活
用
事
例
な
ど
も
紹
介
し

た
。ま

た
、
全
国
医
療
情
報
Ｐ

Ｆ
と
の
連
携
に

つ
い
て
も
「
ま

め
ネ
ッ
ト
の
ほ

と
ん
ど
の
シ
ス

テ
ム
は
手
作
り

で
あ
り
、
毎
年

新
機
能
を
追
加

し
よ
う
と
努
め

て
い
る
。
引
き

続
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」

と
し
た
。

埼
玉
利
根
保

健
医
療
圏
地
域

連
携
推
進
協
議

会
の
中
野
智
紀

医
師
は
、
埼
玉

利
根
保
健
医
療

圏
地
域
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
「
と
ね

Ⅲ
．
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・

遠
隔
診
療

山
本
隆
一
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長

は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

適
切
な
実
施
に
関
す
る
指

針
」
の
令
和
５
年
改
正
に
つ

い
て
解
説
。
令
和
５
年
は
規

制
改
革
会
議
か
ら
の
指
摘
を

受
け
て
、
（
１
）
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
基
準
の
見
直
し
、
（
２
）

不
適
切
診
療
へ
の
対
応

─

が
行
わ
れ
た
と
し
た
上
で
、

（
１
）
で
は
、
「
情
報
通
信
及

び
患
者
の
医
療
情
報
の
保
管

に
つ
い
て
十
分
な
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
医
師
が
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
等
、

五
つ
の
指
摘
に
対
し
、
医
師

で
は
な
く
医
療
機
関
で
対
応

す
る
な
ど
、
医
療
現
場
の
実

情
に
合
わ
せ
た
記
載
に
変
更

し
た
他
、
（
２
）
で
は
、
Ｇ
Ｌ

が
必
要
に
な
る
と
し
た
。

高
木
俊
介
日
本
集
中
治
療

医
学
会
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
委
員
会

委
員
長
／
横
浜
市
立
大
学
附

属
病
院
集
中
治
療
部
長
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
遠
隔
Ｉ
Ｃ

Ｕ
の
成
果
と
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
解
説
。
現

在
、
高
齢
化
な
ど
で
急
性
期

医
療
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
働

き
方
を
改
善
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

導
入
が
考
え
ら
れ
る
と
説
明

す
る
と
と
も
に
、
集
中
治
療

専
門
医
の
不
足
や
働
き
方
改

革
（
宿
日
直
許
可
）
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
可
能
性
も
あ
る

と
し
て
、医
療
者
・
保
険
者
・

患
者
「
三
方
よ
し
」
の
形
と

な
る
こ
と
に
期
待
感
を
示
し

た
。ま

た
、
「
遠
隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、

医
療
の
質
や
予
後
の
向
上
な

ど
が
見
込
め
る
と
し
た
一
方

で
、
同
セ
ン
タ
ー
と
現
場
の

信
頼
関
係
の
構
築
の
難
し
さ

等
を
課
題
と
し
て
挙
げ
た
。

原
田
昌
範
山
口
県
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
き
地
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
長
は
、
離

島
・
へ
き
地
に
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る

の
か
に
つ
い
て
解
説
。
山
口

県
の
へ
き
地
（
特
に
離
島
）

で
は
人
口
減
少
が
著
し
く
、

医
師
の
平
均
年
齢
も
全
国
１

位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
、
「
診
療
科
の
専

門
分
化
が
進
む
中
で
、
全
て

の
専
門
診
療
科
を
へ
き
地
に

揃
え
る
の
は
不
可
能
」
と
す

る
と
と
も
に
、
へ
き
地
医
療

を
持
続
的
に
守
る
に
は
、「
離

島
・
へ
き
地
で
も
持
続
可
能

な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
の
構
築
が
求
め
ら

れ
る
と
し
た
。

更
に
、
離
島
・
へ
き
地
に

お
け
る
看
護
師
と
の
連
携
（D 

to 
P 

with 
N

）
の
有
用
性

に
つ
い
て
強
調
し
、
「
患
者

も
医
師
も
安
心
で
き
る
」「
顔

色
等
の
変
化
に
気
付
き
や
す

い
」
こ
と
等
を
メ
リ
ッ
ト
に

挙
げ
た
。

そ
の
後
の
会
場
か
ら
講
師

に
対
す
る
質
疑
で
は
、
へ
き

地
で
の
遠
隔
診
療
の
具
体
的

な
取
り
組
み
、
実
情
や
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
責
任
の
所
在

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

総
括
し
た
長
島
常
任
理
事

は
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は

利
便
性
や
効
率
性
だ
け
で
は

な
く
、
医
学
的
有
効
性
・
安

全
性
が
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
中
で
連
携
し
な
が
ら
使

わ
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
感

を
示
し
た
。

Ｐ
─

１
受
容
体
作
動
薬
の
不

適
切
使
用
が
議
論
の
俎そ

じ
ょ
う上

に

上
が
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

森
正
樹
日
本
外
科
学
会
名

誉
会
員
／
東
海
大
学
医
学
部

長
は
、
持
続
可
能
な
遠
隔
手

術
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
解
説
。
高
速
、
大
容
量

デ
ー
タ
通
信
で
遠
隔
手
術
支

援
が
可
能
と
な
り
、
基
幹
施

設
に
よ
る
連
携
施
設
で
実
施

さ
れ
る
遠
隔
手
術
に
対
す
る

支
援
に
向
け
た
実
証
実
験
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

患
者
が
地
方
で
も
都
会
と
同

等
の
手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
日
本
外
科
学
会
を

中
心
に
進
行
中
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
遠
隔
手
術
の
社
会

実
装
に
向
け
た
課
題
と
し

て
、
技
術
的
・
法
的
課
題
だ

け
で
な
く
、
診
療
報
酬
上
の

対
応
や
通
信
費
の
問
題
な
ど

を
挙
げ
、
そ
の
解
決
に
は
社

会
か
ら
の
理
解
と
政
策
支
援

令
和
４
・
５
年
度
有
床
診

療
所
委
員
会
の
最
終
答
申
が

こ
の
ほ
ど
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
３
月
８
日
に
齋
藤
義
郎

委
員
長（
徳
島
県
医
師
会
長
）

か
ら
松
本
吉
郎
会
長
に
提
出

さ
れ
た
。

本
答
申
は
、
松
本
会
長
か

ら
「
次
期
医
療
計
画
策
定
等

を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え

た
有
床
診
療
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
の
検
討
を
行
う
よ

う
諮
問
を
受
け
、
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内

容
は
、「
は
じ
め
に
」「
第
１

章 

現
状
分
析
や
課
題
等
に

つ
い
て
」「
第
２
章 

将
来
を

見
据
え
た
有
床
診
療
所
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
「
第
３
章 

有
床
診
療
所
の
認
知
度
向
上

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」「
第

４
章 

専
門
医
療
に
つ
い
て
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
第
２
章
」
で
は
、
地
域

で
更
に
高
齢
者
が
増
加
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
有
床

診
療
所
の
役
割
は
よ
り
重
要

に
な
る
と
指
摘
。
有
床
診
療

所
が
地
域
医
療
の
重
要
な
担

い
手
で
あ
り
続
け
る
た
め
と

し
て
、
医
療
設
備
の
デ
ジ
タ

ル
化
等
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
非
課
税
措
置
や
経
営
の

安
定
と
承
継
に
資
す
る
承
継

税
制
の
創
設
等
を
求
め
て
い

る
。

「
第
３
章
」
で
は
、
有
床

診
療
所
の
認
知
度
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
同
委
員
会
が
準
備
に
関

わ
り
、
日
本
医
師
会
と
全
国

有
床
診
療
所
連
絡
協
議
会
の

共
催
で
開
催
し
た
「
有
床
診

療
所
の
日
」
記
念
講
演
会
な

ど
を
紹
介
。
更
に
、「
第
４
章
」

で
は
、
（
１
）
産
科
、
（
２
）

眼
科
、（
３
）
泌
尿
器
科
、（
４
）

整
形
外
科

─
の
四
つ
の
各

専
門
領
域
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
や
課
題
な
ど
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

３
月
13
日
に
行
わ
れ
た
定

令
和
４
・
５
年
度

  

有
床
診
療
所
委
員
会
最
終
答
申
ま
と
ま
る

→
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都
道
府
県
医
師
会
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
担
当
理

事
連
絡
協
議
会
が
３
月
４

日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開
催
さ

れ
た
。

宮
川
政
昭
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
の
あ
い
さ

に
お
い
て
、
健
診
標
準
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
の
開
発
・
普
及
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

健
診
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

特
徴
と
し
て
は
、
①
健
診
実

施
主
体
の
間
で
健
診
結
果
デ

ー
タ
の
相
互
利
用
が
可
能
に

な
る
②
健
診
機
関
で
は
保
険

者
ご
と
の
健
診
結
果
デ
ー
タ

作
成
が
不
要
に
な
る

─
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
と
し

た
。ま

た
、
今
後
は
、
健
診
結

果
デ
ー
タ
標
準
化
共
同
セ
ン

タ
ー
（
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
）
を

介
し
て
健
診
結
果
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
健
診
機

関
及
び
健
診
実
施
主
体
の
デ

ー
タ
の
取
り
扱
い
を
よ
り
効

率
的
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
よ
り
詳
細
な
実
証

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

（
３
）
で
は
、
岡
本
青
史

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
本
部
事
業
統
括
部
長
、
植

松
賢
国
民
健
康
保
険
中
央
会

保
健
福
祉
部
長
よ
り
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

（
以
下
、
支
払
基
金
）
及
び

国
民
健
康
保
険
中
央
会
（
以

下
、
国
保
中
央
会
）
に
お
い

て
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
第

４
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
請
求
デ
ー
タ
が
、
処

理
シ
ス
テ
ム
で
正
常
に
受
け

付
け
ら
れ
る
か
確
認
す
る
た

め
の
ベ
ン
ダ
テ
ス
ト
実
施
の

準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

報
告
。
今
回
の
改
正
で
追
加

さ
れ
た
「
尿
検
査
」
と
「
健

診
後
早
期
の
初
回
面
接
」
の

関
連
チ
ェ
ッ
ク
を
、
サ
ン
プ

ル
Ｘ
Ｍ
Ｌ
を
用
い
て
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
他

つ
で
松
本
吉
郎
会

長
は
、
「
少
子
高

齢
化
が
進
む
わ
が

国
に
お
い
て
は
、

医
療
や
介
護
に
係

る
負
担
や
生
活
習

慣
病
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
」

と
指
摘
し
た
上

で
、
令
和
６
年
度

よ
り
、
生
活
習
慣

病
対
策
の
ベ
ー
ス

と
な
る
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指

導
の
第
４
期
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
各
地

域
で
保
険
者
と
の

協
議
や
シ
ス
テ
ム

改
修
へ
の
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
言
及
。
「
こ

の
よ
う
な
状
況
の

中
で
取
り
組
み
を

行
う
環
境
の
整
備

の
み
な
ら
ず
、
現

状
と
課
題
等
に
つ
い
て
の
説

明
の
機
会
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
本
協
議
会
を

開
催
す
る
に
至
っ
た
」
と
開

催
趣
旨
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
本
協
議
会
で
得
た
知
識

や
内
容
の
周
知
に
関
す
る
協

力
を
呼
び
掛
け
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
議
事

で
は
、
（
１
）
第
４
期
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
見

直
し
、
（
２
）
健
診
デ
ー
タ

標
準
化
を
目
指
す
健
診
標
準

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
開
発
の
現

状
、
（
３
）
ベ
ン
ダ
テ
ス
ト

実
施
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事

項

─
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
で
は
、
堤
雅
宣
厚

生
労
働
省
保
険
局
医
療
介
護

連
携
政
策
課
医
療
費
適
正
化

対
策
推
進
室
長
が
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
現
状

に
触
れ
た
上
で
、
第
４
期
の

見
直
し
に
つ
い
て
概
説
し

た
。ま

ず
、
特
定
健
診
に
お
け

る
見
直
し
に
関
し
て
は
、
喫

煙
や
飲
酒
の
質
問
項
目
の
修

正
や
追
加
、
中
性
脂
肪
の
基

準
値
に
随
時
採
血
時
の
値
を

追
加
、
医
療
関
係
者
へ
の
情

報
共
有
を
目
的
と
し
た
医
療

機
関
持
参
用
文
書
（
案
）
の

作
成
等
を
検
討
し
て
い
る
と

し
た
。

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
で

は
、
評
価
体
系
と
し
て
ア
ウ

ト
カ
ム
評
価
を
導
入
す
る

他
、
成
果
等
の
見
え
る
化
を

推
進
し
、
保
険
者
等
が
ア
ウ

ト
カ
ム
の
達
成
状
況
の
把
握

や
要
因
の
検
討
等
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
質
の
高

い
保
健
指
導
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
や
、
遠
隔
で
行
う
保

健
指
導
に
つ
い
て
は
、
評
価

水
準
等
は
対
面
と
同
等
と
す

る
こ
と
な
ど
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
説
明

し
た
。

更
に
今
後
に
つ
い
て
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
該
当
者
及
び
予
備
群
を
減

少
さ
せ
る
効
果
の
有
無
等
の

検
証
の
他
、
効
率
的
・
効
果

的
な
保
健
指
導
の
好
事
例
を

収
集
し
て
横
展
開
を
行
う
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
強
調
し
た
。

（
２
）
で
は
、
吉
田
澄
人

日
医
総
研
主
任
研
究
員
が
、

国
民
が
乳
幼
児
健
診
か
ら
後

期
高
齢
者
健
診
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
健
診
を
受
け
る
に
当
た

っ
て
、
各
健
診
デ
ー
タ
を
一

元
的
に
管
理
し
、
長
期
に
わ

た
っ
て
適
切
な
保
健
事
業
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
日
本
医
師
会
と
健
診

関
係
団
体
で
構
成
す
る
日
本

医
学
健
康
管
理
評
価
協
議
会

第
22
回
都
道
府
県
医
師
会

介
護
保
険
担
当
理
事
連
絡
協

議
会
が
３
月
７
日
、
日
本
医

師
会
館
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。

連
絡
協
議
会
は
、
担
当
の

江
澤
和
彦
常
任
理
事
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
、
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
松
本
吉
郎
会
長

は
、
今
回
の
介
護
報
酬
改
定

に
関
し
て
、
「
令
和
５
年
度

介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
結

果
に
お
い
て
全
サ
ー
ビ
ス
平

均
で
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

０
・
４
％
と
な
る
な
ど
、
厳

し
い
状
況
の
中
で
の
診
療
報

酬
、
介
護
報
酬
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
同
時
改

定
と
な
っ
た
が
、
令
和
６
年

度
介
護
報
酬
改
定
率
が
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
分
等
を
含

む
プ
ラ
ス
１
・
59
％
に
決
定

さ
れ
た
こ
と
は
、
十
分
に
満

足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
も

の
の
、
多
く
の
先
生
方
の
ご

尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と

し
て
、
謝
意
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
「
今
回
の
ト
リ
プ
ル

改
定
で
は
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
の
連
携
の
必
要
性
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
示
さ
れ
て
お

り
、
日
本
医
師
会
と
し
て
も

よ
り
一
層
の
地
域
連
携
を
図

り
、
地
域
を
面
で
支
え
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
者
の
皆
様
と

共
に
実
効
性
の
あ
る
体
制
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

続
い
て
、
江
澤
常
任
理
事

が
令
和
６
年
度
介
護
報
酬
改

定
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
の
令
和
４
年

度
決
算
の
平
均
収
支
差
が
、

初
め
て
前
年
度
比
で
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
こ
と
等
、
令
和

５
年
度
介
護
事
業
経
営
実
態

調
査
結
果
に
つ
い
て
概
説
。

ま
た
、
大
臣
折
衝
事
項
に
お

い
て
、
今
回
の
介
護
報
酬
改

定
の
処
遇
改
善
分
に
つ
い
て

２
年
分
を
措
置
し
、
３
年
目

の
対
応
に
つ
い
て
は
実
態
把

握
し
た
上
で
、
令
和
８
年
度

予
算
編
成
過
程
で
検
討
す
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。

改
定
の
議
論
に
つ
い
て

は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
・
推
進
」
「
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向

け
た
対
応
」
「
良
質
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供

に
向
け
た
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
」「
制
度
の
安
定
性
・

持
続
可
能
性
の
確
保
」
を
基

本
的
視
点
と
し
て
、
各
サ
ー

ビ
ス
の
基
準
や
報
酬
が
検
討

さ
れ
た
こ
と
を
説
明
。
そ
の

上
で
、
（
１
）
居
宅
療
養
管

理
指
導
、
（
２
）
訪
問
介
護
、

（
３
）
訪
問
看
護
、
（
４
）
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

（
５
）
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
（
６
）
居
宅
介
護

支
援
、
（
７
）
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
・
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、

（
８
）
介
護
保
険
施
設

─

な
ど
に
つ
い
て
、
主
に
医
療

に
関
連
す
る
内
容
を
紹
介
し

た
。訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
関
し
て
は
、
令
和
６
年

３
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た

診
療
未
実
施
減
算
の
適
用
猶

予
期
間
が
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
に
延
長
さ
れ
た
他
、

そ
の
期
間
中
に
お
い
て
も
事

業
所
外
の
医
師
が
「
適
切
な

研
修
の
修
了
等
」
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
事
業

所
が
確
認
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
を
促
し
た
。

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
連

携
の
推
進
の
視
点
か
ら
は
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
配
置

医
師
緊
急
時
対
応
加
算
等
の

評
価
が
見
直
さ
れ
た
他
、
介

護
保
険
施
設
等
に
お
い
て

は
、
診
療
や
入
院
受
け
入
れ

等
を
行
う
体
制
を
確
保
し
た

協
力
医
療
機
関
を
定
め
る
こ

と
が
義
務
化
（
経
過
措
置
３

年
間
）
さ
れ
、
１
年
に
１
回

以
上
、
協
力
医
療
機
関
と
の

間
で
利
用
者
の
病
状
の
急
変

が
生
じ
た
場
合
等
の
対
応
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
協
力

医
療
機
関
情
報
を
自
治
体
に

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
（
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
等
は
努
力
義
務
）

な
ど
を
紹
介
し
た
。

更
に
、
高
齢
者
施
設
等
に

お
け
る
感
染
症
対
応
力
の
向

上
と
し
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
感
染
症
対
策
に
係

る
評
価
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
新
興
感
染
症
の
発
生
時

等
に
感
染
者
の
診
療
等
を
実

施
す
る
医
療
機
関
（
協
定
締

結
医
療
機
関
）
と
連
携
体
制

を
構
築
し
、
研
修
、
訓
練
に

年
１
回
参
加
し
た
場
合
の
加

算
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
説

明
。
「
平
時
か
ら
協
力
医
療

機
関
、
介
護
施
設
、
配
置
医

師
や
か
か
り
つ
け
医
、
在
宅

医
等
が
顔
の
見
え
る
関
係
で

連
携
す
る
こ
と
を
各
地
域
で

し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
新
興
感
染
症

に
も
有
効
で
あ
る
」と
し
て
、

そ
の
実
践
を
求
め
た
。

総
括
を
行
っ
た
茂
松
茂
人

副
会
長
は
、
ト
リ
プ
ル
改
定

で
あ
っ
た
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
の
評
価
が
な
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、
「
医
療
提
供

側
と
し
て
も
介
護
保
険
制
度

の
理
解
を
深
め
、
高
齢
者
を

見
守
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
」と
す
る
と
と
も
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
の
た
め
に
も
本
協
議
会

の
内
容
の
周
知
が
必
要
だ
と

し
て
協
力
を
求
め
、
協
議
会

は
終
了
と
な
っ
た
。
参
加
者

は
、
現
地
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
合
わ

せ
て
、
各
都
道
府
県
医
師
会

の
担
当
理
事
を
始
め
と
す
る

87
名
。

な
お
、
当
日
の
資
料
及
び

映
像
は
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
メ
ン
バ
ー
ズ
ル
ー

ム
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
ご
活
用
頂
き
た
い
。

第
22
回
都
道
府
県
医
師
会
介
護
保
険
担
当
理
事
連
絡
協
議
会

令
和
６
年
度
介
護
報
酬
改
定
内
容
に
つ
い
て
説
明都道府県医師会特定健診・特定保健指導担当理事連絡協議会

←

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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日
本
医
師
会
館
大
講
堂
で
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
で

開
催
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
生

命
の
萌ほ

う

が芽
」
と
位
置
付
け
ら

れ
る
ヒ
ト
の
受
精
卵
に
関
す

る
先
端
的
な
医
科
学
技
術
に

つ
い
て
、
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
最
新
技
術
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
仮
に
将
来
、
臨
床

利
用
さ
れ
る
場
合
に
備
え
て

今
か
ら
検
討
し
て
お
く
べ
き

課
題
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

渡
辺
弘
司
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
、
あ
い
さ

つ
し
た
松
本
吉
郎
会
長
は
、

昨
今
、
多
能
性
幹
細
胞
を
用

い
た
ヒ
ト
胚
類
似
構
造
体
の

誘
導
や
、
受
精
卵
に
対
し
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
を
適
用
す
る

基
礎
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、「
こ

れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、
遺
伝

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
の
歴
史
を
紹

介
し
た
上
で
、
ヒ
ト
の
初
期

発
生
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
と
し
て
、
ヒ
ト

胚
の
子
宮
着
床
後
の
発
生
は

ほ
ぼ
未
解
明
で
あ
り
、
妊
娠

が
分
か
っ
た
と
し
て
も
着
床

後
の
ヒ
ト
胚
の
解
析
は
困
難

で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
他
、

マ
ウ
ス
と
ヒ
ト
の
発
生
は
大

き
く
異
な
り
、
動
物
実
験
だ

け
で
は
分
か
り
得
な
い
こ
と

も
示
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ト
胚
（
余
剰
胚
）

を
利
用
し
た
研
究
は
リ
ソ
ー

ス
や
倫
理
面
の
制
限
が
あ

り
、
日
本
で
は
ほ
ぼ
研
究
が

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
幹
細
胞
を
用
い
た
ヒ

ト
発
生
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

更
に
、
期
待
さ
れ
る
成
果

と
し
て
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
と
さ
れ
る
着
床
期
ヒ
ト

初
期
発
生
の
解
明
」
「
ヒ
ト

Ｅ
Ｓ
／
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
の

分
化
誘
導
方
法
の
改
良
」「
不

妊
症
に
対
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
・
治
療
法
の
確
立
」
等
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、
私
見
と

し
て
、
「
ヒ
ト
胚
オ
ル
ガ
ノ

イ
ド
」
を
用
い
た
研
究
に
つ

い
て
、
メ
リ
ッ
ト
や
解
決
す

べ
き
課
題
を
説
明
し
、
日
本

で
も
世
界
に
遅
れ
ず
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

阿久津氏

阿
久
津
英
憲
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
再

生
医
療
セ
ン
タ
ー
長
は
、
受

精
卵
へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
遺
伝

子
研
究
に
関
す
る
世
界
的
な

取
り
組
み
や
考
え
方
を
解

説
。ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い

る
遺
伝
子
治
療
に
は
遺
伝
子

を
加
え
る
場
合
と
塩
基
レ
ベ

ル
で
操
作
（
編
集
、
修
復
）

す
る
場
合
が
あ
る
と
し
た
上

で
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る

手
技
な
ど
を
紹
介
し
た
。

次
に
、
「
私
達
の
身
体
は

た
だ
一
つ
の
細
胞
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、
受
精
卵
の
ゲ
ノ

ム
改
変
は
全
て
の
細
胞
へ
影

響
し
、
世
代
を
越
え
る
」
と

述
べ
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ

を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
受

精
か
ら
個
体
発
生
の
流
れ
な

ど
を
研
究
し
、
ヒ
ト
初
期
発

生
の
知
見
を
深
め
る
こ
と

は
、
科
学
だ
け
で
な
く
医
学

的
に
も
重
要
で
あ
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
規
制
の
枠

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
遺

伝
子
改
変
し
た
ヒ
ト
受
精
胚

の
臨
床
利
用
は
是
か
否
か
に

対
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

「
病
気
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
を

つ
く
る
（
遺
伝
病
の
予
防
）
」

「
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
（
特

定
の
特
性
ま
た
は
強
化
を
持

つ
赤
ち
ゃ
ん
を
つ
く
る
）
」

「
不
妊
症
へ
の
対
応
」
を
挙

の
チ
ェ
ッ
ク
条
件
等
に

つ
い
て
は
支
払
基
金
や
国
保

中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
す
る
よ
う
呼
び
掛
け

た
。そ

の
他
、
当
日
は
支
払
基

金
に
お
け
る
健
診
等
デ
ー
タ

の
接
続
試
験
に
つ
い
て
の
報

告
も
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
今
年
度
（
第
３
期
）
に

特
定
健
診
を
受
診
し
、
新
年

度
（
第
４
期
）
に
保
健
指
導

を
受
け
る
場
合
の
デ
ー
タ
提

出
方
法
な
ど
に
関
す
る
質
問

が
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
支
払
基
金
よ
り
、
期
を

ま
た
ぐ
場
合
に
は
前
期
の
方

法
で
行
う
旨
の
回
答
が
示
さ

れ
た
。

総
括
を
行
っ
た
茂
松
茂
人

副
会
長
は
、
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は

ま
だ
目
標
値
に
達
し
て
い
な

い
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
開

始
す
る
第
４
期
に
お
い
て
、

目
標
達
成
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
実
践
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
国
民
の
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、
セ
ル

フ
ケ
ア
（
自
己
管
理
）
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
協
力
を
求
め
、

協
議
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

次
に
、
多
能
性
幹
細
胞
等

か
ら
作
成
し
た
、
ヒ
ト
胚
に

類
似
し
た
構
造
の
「
ヒ
ト
胚

モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
、
ヒ
ト

胚
で
は
な
く
、
現
段
階
で
個

体
に
成
長
す
る
こ
と
も
な
い

こ
と
か
ら
、
14
日
ル
ー
ル
や

規
制
が
適
用
さ
れ
ず
、
日
本

も
含
め
各
国
で
取
り
扱
い
に

関
す
る
議
論
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ト
胚
ゲ
ノ
ム
編

集
の
現
状
に
つ
い
て
、
安
全

性
や
有
効
性
と
い
っ
た
技
術

的
問
題
だ
け
で
な
く
、
将
来

世
代
の
身
体
へ
の
影
響
や
、

「
編
集
」
の
対
象
と
な
る
遺

伝
学
的
変
異
に
関
連
し
た
疾

患
や
障
害
を
持
つ
人
へ
の
差

別
や
偏
見
の
助
長
の
問
題
、

疾
患
治
療
以
外
の
目
的
で
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
混
乱

へ
の
懸
念
等
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
。「
ヒ
ト
胚
は
、生
命
観
、

家
族
観
に
関
係
す
る
た
め
、

そ
の
取
り
扱
い
や
胚
の
ゲ
ノ

ム
編
集
の
臨
床
利
用
は
、
文

化
的
背
景
な
ど
を
反
映
し
な

が
ら
、社
会
全
体
で
議
論
し
、

決
め
て
い
く
べ
き
も
の
」
と

強
調
し
た
。

総
括
を
行
っ
た
渡
辺
常
任

理
事
は
、
「
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
広
く
社
会
で
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
今
後
の
議
論
の
広
が
り
に

期
待
感
を
示
し
た
。

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

模
様
は
日
本
医
師
会
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
頂
き
た
い
。

ヒト受精卵に関する最新技術を
　　　　　　　臨床利用する際の課題等を解説

シンポジウム「先端的な医科学技術がもつ生命倫理の課題」

日本医師会公式YouTubeチャンネルの
登録者数が1万人を突破

　日本医師会公式YouTubeチャ
ンネルの登録者数がこのたび、お
かげさまで1万人を突破すること
ができました。
　今後もさまざま動画を掲載して
参りますので、ぜひ、未登録の先
生方は、ご視聴に便利なご登録を
お願いいたします。

日本医師会広報課

げ
る
と
と
も
に
、
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
に
関
す
る
国
際
的
動

向
も
併
せ
て
紹
介
し
た
。

更
に
、
私
見
と
し
て
、
生

ま
れ
た
子
の
健
康
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
や
責
任
、
世
代

を
超
え
る
影
響
等
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
す
る
と
と
も

に
、
起
こ
る
現
象
が
予
見
で

き
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
不
適
切
な
利
用
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
実
施
者
側
、
享

受
者
側
か
ら
の
情
報
発
信
や

教
育
、
国
際
的
な
枠
組
み
が

必
要
に
な
る
と
強
調
し
た
。神里氏

神
里
彩
子
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
先
端
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
生
命
倫
理
研
究
分
野

准
教
授
は
、
「
ヒ
ト
の
胚
」

に
関
す
る
医
科
学
技
術
に
つ

い
て
、
倫
理
的
・
法
的
・
社

会
的
な
課
題
と
解
決
に
向
け

た
方
策
を
解
説
。

世
界
初
の
体
外
受
精
技
術

に
対
す
る
社
会
の
反
応
な
ど

歴
史
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
紹
介

し
た
上
で
、
生
殖
に
用
い
ら

れ
な
い
「
余
剰
胚
」
の
研
究

利
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
ヒ
ト
胚
の
社
会
的

位
置
付
け
な
ど
の
議
論
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
や
、
ヒ
ト

胚
研
究
を
容
認
し
て
い
る
国

の
多
く
が
、
原
始
線
条
の
形

成
を
認
め
る
前
、
す
な
わ
ち

受
精
か
ら
14
日
を
研
究
終
了

期
限
と
す
る「
14
日
ル
ー
ル
」

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
の

他
、
日
本
に
お
け
る
取
り
扱

い
も
概
説
し
た
。

性
疾
患
や
先
天
性
疾
患
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
予
防
・

治
療
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

る
一
方
で
、
革
新
的
技
術
を

医
療
に
実
装
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
安
全
性
・
有
効

性
を
確
認
す
る
こ
と
が
第
一

の
課
題
と
な
る
」
と
強
調
し

た
。続

い
て
、
座
長
の
永
井
良

三
自
治
医
科
大
学
長
が
、「
新

し
く
生
じ
る
倫
理
的
・
法

的
・
社
会
的
な
課
題
の
解
決

の
た
め
に
は
、
社
会
と
の
対

話
に
よ
っ
て
合
意
を
形
成
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
お

り
、
国
や
一
部
の
専
門
家
だ

け
で
は
な
く
、
広
く
社
会
の

中
で
検
討
を
進
め
て
お
く
こ

と
が
重
要
に
な
る
」
と
指
摘

し
た
。

髙島氏

引
き
続
き
、
講
演
で
は
、

ま
ず
、

島
康
弘
京
都
大
学

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
未
来
生

命
科
学
開
拓
部
門
准
教
授

が
、
多
能
性
幹
細
胞
か
ら
ヒ

ト
胚
に
類
似
し
た
構
造
を
誘

導
す
る
研
究
の
最
新
知
見
と

展
望
に
つ
い
て
解
説
。

多
能
性
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
／

永井氏（左）と渡辺常任理事

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
先
端
的

な
医
科
学
技
術
が
も
つ
生
命

倫
理
の
課
題
」
を
２
月
29
日
、

→ 日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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施
設
で
看
取
っ
た
患
者
さ

ん
に
絡
ん
だ
話
で
あ
る
。

夜
中
の
12
時
頃
、
訪
問
看

護
師
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。

「
〇
〇
さ
ん
の
呼
吸
が
止

ま
り
ま
し
た
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
す
ぐ

行
き
ま
す
」

施
設
に
着
い
た
ら
当
直
と

思
わ
れ
る
中
年
女
性
が
迎
え

て
く
れ
た
。「
佐
藤
先
生
、
私
、

先
生
と
初
対
面
で
は
な
い
ん

で
す
よ
」
「
実
は
父
を
先
生

に
看
取
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
の
時
は
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
。
名
前
を
言
わ

れ
て
も
思
い
出
せ
ず
、
「
そ

れ
は
、
ど
う
も
」
と
お
茶
を

濁
し
た
。

患
者
さ
ん
を
看
取
っ
て
か

ら
駐
車
場
の
車
ま
で
戻
る

間
、
そ
の
女
性
が
送
っ
て
く

れ
た
。
「
先
生
に
は
父
の
た

め
に
歌
ま
で
歌
っ
て
頂
い
て

…
…
」
。
そ
の
一
言
で
記
憶

が
よ
み
が
え
っ
た
。
「
思
い

出
し
ま
し
た
。
肝
臓
の
悪
い

方
で
し
た
ね
」
。

訪
問
時
に
、
そ
の
患
者
さ

ん
を
元
気
づ
け
よ
う
と
歌
を

歌
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
曲

は
「
春
の
唄
」
と
い
う
、
春

の
喜
び
が
あ
ふ
れ
た
明
る
い

歌
だ
っ
た
。
今
で
は
ほ
と
ん

ど
歌
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

が
、
消
え
て
欲
し
く
な
い
名

曲
で
あ
る
。

在
宅
医
療
が
始
ま
っ
て
程

な
く
、
状
態
が
悪
化
し
て
入

院
し
、
や
が
て
他
界
さ
れ
た
。

線
香
を
あ
げ
に
お
じ
ゃ
ま
し

た
時
、
そ
の
女
性
（
患
者
さ

ん
の
次
女
）
に
「
父
は
入
院

後
に
た
ま
た
ま
、
あ
の
歌
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
で
歌
わ
れ

『
先
生
が
歌
っ
た
歌
だ
』
と

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
た
。
私
の
さ
さ
や

か
な
試
み
が
予
想
以
上
の
結

果
を
も
た
ら
し
、
う
れ
し
く

思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

在
宅
医
療
を
本
格
的
に
始

め
て
約
25
年
経
っ
た
。
開
業

し
て
か
ら
で
も
14
年
経
っ

た
。
以
前
診
た
人
の
記
憶
は

新
し
い
患
者
さ
ん
の
記
憶
に

上
書
き
さ
れ
て
消
え
て
い

く
。
家
族
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
頂
い
て
も
、
思
い
出
せ
な

い
と
気
恥
ず
か
し
く
な
る
。

歌
が
思
い
出
し
の
伝つ

て手
に
な

る
と
は
意
外
で
あ
っ
た
。

そ
の
次
女
に
は
更
に
「
先

生
に
は
腹
話
術
の
人
形
を
見

せ
て
あ
げ
る
と
言
わ
れ
た
の

で
す
が
、
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
言
わ
れ
た
。
40
代

に
腹
話
術
の
勉
強
を
し
て
、

診
療
に
役
立
て
よ
う
と
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
腹
話
術
と
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佐
藤
　
保
生

年
末
に
実
家
に
帰
っ
た
時

に
祖
父
と
話
を
し
て
い
た
子

ど
も
か
ら
の
一
言
。
「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
っ
て
、
ス
マ
ホ
無

い
の
に
ど
う
や
っ
て
世
の
中

の
こ
と
を
知
る
の
？
」
と
。

最
初
、
言
っ
て
い
る
意
味

が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
実
家

で
は
今
で
も
、
情
報
は
新
聞

と
テ
レ
ビ
か
ら
得
て
い
る
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
た

ら
、
う
ち
に
は
だ
い
ぶ
前
か

ら
テ
レ
ビ
が
無
い
。
子
ど
も

は
今
高
校
１
年
生
だ
が
、
テ

レ
ビ
を
見
て
い
た
の
は
幼
稚

園
く
ら
い
ま
で
。
私
も
テ
レ

ビ
か
ら
、
Ｐ
Ｃ
でYouTube

な
ど
の
動
画
サ
イ
ト
を
見
た

り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
よ
う
に
な
り
、
テ
レ
ビ

は
ほ
ぼ
見
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た
。
引
っ
越
し
を
機
に
テ

レ
ビ
は
し
ま
っ
た
ま
ま
で
あ

る
。
新
聞
も
引
っ
越
し
後
は

取
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
子

ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
い
方
に
興
味
を
持
っ
た
。

意
識
し
て
み
る
と
、
と
に
か

く
朝
か
ら
晩
ま
で
常
に
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
時

で
す
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
動
画
を
鑑
賞
し
て
い
る
。

見

て

い

る

動

画

は
、

YouTube

シ

ョ

ー

ト

や
TikTok

な
ど
数
十
秒
で
終
わ

る
動
画
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
の

合
間
に
動
画
を
見
る
。
最
初

の
数
秒
見
て
面
白
く
な
け
れ

ば
す
ぐ
次
の
動
画
へ
と
目
ま

ぐ
る
し
く
画
面
が
移
り
変
わ

る
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
、
ま
た
ゲ
ー

ム
に
戻
り
を
繰
り
返
し
て
い

る
。何

も
言
わ
な
け
れ
ば
そ
の

ま
ま
数
時
間
、
そ
れ
を
延
々

繰
り
返
し
て
い
る
。
ゲ
ー
ム

画
面
も
私
が
昔
し
て
い
た
よ

う
な
単
純
な
絵
柄
で
は
な

く
、
現
実
さ
な
が
ら
の
立
体

的
で
奇
麗
な
画
面
で
、
得
ら

れ
る
情
報
量
は
桁
違
い
だ
。

使
用
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
も
、
昔
な
が
ら
の
十
字
キ
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山
内
　
博
史

私
の
趣
味
は
草
む
し
り
で

あ
る
。
あ
っ
そ
れ
じ
ゃ
う
ち

の
裏
庭
の
雑
草
を
抜
い
て
も

ら
お
う
か
な
？
な
ど
と
思
わ

れ
る
と
困
る
の
で
断
っ
て
お

く
が
、
う
ち
の
庭
の
草
む
し

り
で
あ
る
。

趣
味
と
い
う
と
「
渓
流
釣

り
で
す
」
と
か
「
ピ
ア
ノ
で

ご
ざ
い
ま
す
」
と
か
言
う
と
、

「
お
ー
さ
す
が
高
尚
な
趣
味

を
お
持
ち
で
す
ね
」
と
言
わ

れ
て
会
話
が
弾
む
の
だ
が
、

草
む
し
り
と
言
う
と
ア
ホ
か

と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。
罰
ゲ

ー
ム
と
か
シ
ル
バ
ー
と
か
何

か
奴
隷
労
働
の
よ
う
な
も
の

を
連
想
さ
れ
る
ら
し
い
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
趣
味
っ
て

や
っ
て
い
て
楽
し
け
れ
ば
何

で
も
い
い
の
で
は
な
い
の
か

な
。草

む
し
り
を
無
心
に
や
っ

て
い
る
と
、
般
若
心
経
を
唱

え
て
い
る
よ
う
に
（
般
若
心

経
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い

が
）
雑
念
が
払
わ
れ
（
多
分
）

精
神
衛
生
上
す
こ
ぶ
る
よ
ろ

し
い
。
小
さ
な
草
だ
と
思
っ

て
抜
い
た
ら
思
い
も
よ
ら
ず
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人
間
Ｖ
Ｓ
ス
ギ
ナ

	

前
田
　
修
司

な
い
こ
と
か
ら
苦
し
紛
れ
に

始
め
た
こ
と
だ
っ
た
。
開
業

し
て
か
ら
は
、
歌
っ
た
の
は

１
～
２
回
だ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上

し
た
た
め
か
も
知
れ
な
い

が
、
や
は
り
診
療
の
場
で
、

無
伴
奏
で
歌
う
の
は
勇
気
が

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
患
者

さ
ん
側
と
思
わ
ぬ
絆
が
生
ま

れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思

い
な
が
ら
帰
路
に
就
い
た
。

は
と
て
も
言
え
な
い
レ
ベ
ル

の
も
の
だ
っ
た
が
、
人
形
を

操
作
す
る
だ
け
で
も
、
み
ん

な
に
喜
ば
れ
た
。

患
者
さ
ん
の
所
で
歌
を
歌

う
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

ー
と
Ａ
、
Ｂ
ボ
タ
ン
で
は
な

く
、
レ
バ
ー
や
ボ
タ
ン
が
た

く
さ
ん
付
い
て
い
る
も
の

だ
。
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
を

フ
ル
に
使
い
、
短
期
間
に
膨

大
な
情
報
処
理
を
常
に
繰
り

返
し
て
い
る
。
ま
さ
に
情
報

の
洪
水
の
中
で
暮
ら
し
て
い

る
感
じ
で
あ
る
。
つ
い
て
い

け
て
い
な
い
親
か
ら
見
る

と
、
こ
れ
で
本
当
に
楽
し
い

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
に
も

な
る
。

情
報
の
取
得
の
仕
方
も
子

ど
も
と
私
と
は
違
う
よ
う

だ
。
私
の
場
合
は
せ
い
ぜ
い

Yahoo

の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

を
見
る
、
あ
る
い
はGoogle

検
索
サ
イ
ト
で
調
べ
る
程
度

で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

に
至
っ
て
は
テ
レ
ビ
を
ぼ
ん

や
り
と
見
て
い
る
の
と
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
。

子
ど
も
の
場
合
はTwitter

やInstagram

と
い
っ
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
、
自
分
の
必

要
な
、
と
い
う
か
興
味
の
あ

る
情
報
を
能
動
的
に
か
つ
効

率
的
に
手
に
入
れ
る
。
自
分

の
好
き
な
分
野
に
つ
い
て
は

詳
細
な
情
報
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
驚
く
ほ
ど
世

事
に
疎
か
っ
た
り
す
る
。
こ

ん
な
様
子
を
見
て
い
る
と
、

今
後
の
情
報
の
担
い
手
が
マ

ス
コ
ミ
か
ら
、YouTuber

や

VTuber

と
い
っ
た
多
様
な
情

報
を
提
供
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
に
移
り
変
わ
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
と
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
私
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
こ
と
を
つ
い

「
携
帯
」
と
言
っ
て
し
ま
う
。

自
分
の
母
親
が
ゲ
ー
ム
機
は

何
で
も
「
ぴ
こ
ぴ
こ
」
と
言

っ
て
い
た
の
を
ち
ょ
っ
と
思

い
出
し
て
し
ま
い
、
自
分
も

年
を
取
っ
た
も
の
だ
と
実
感

す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

長
く
し
っ
か
り
し
た
根
が
ズ

ル
ズ
ル
と
丸
ご
と
取
れ
た
時

な
ど
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
耳
か
き

を
し
て
い
て
思
い
も
よ
ら
ぬ

で
か
い
耳
あ
か
が
取
れ
た
時

の
喜
び
と
同
じ
も
の
で
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
耳
か

き
を
趣
味
と
し
て
扱
っ
て
も

悪
く
は
な
い
の
だ
が
、
そ
ん

な
で
か
い
耳
あ
か
が
毎
日
取

れ
る
よ
う
な
人
は
喜
ぶ
前
に

ま
ず
耳
鼻
科
に
行
っ
た
方
が

い
い
。

そ
れ
と
反
対
に
、
引
き
抜

こ
う
と
し
て
茎
と
根
の
間
が

ぶ
ち
っ
と
切
れ
て
根
が
残
っ

た
時
な
ど
は
本
当
に
悲
し

い
。
だ
か
ら
草
む
し
り
は
ゆ

っ
く
り
と
腰
を
下
ろ
し
て
草

を
一
本
一
本
抜
い
て
い
る
の

だ
。ヒ
マ
人
と
言
わ
ば
言
え
。

私
に
言
わ
せ
る
と
、
雑
草
を

束
に
し
て
力
で
め
り
め
り
と

全
部
抜
こ
う
と
す
る
な
ん
て

あ
り
得
な
い
こ
と
な
の
だ
。

電
動
草
刈
り
機
な
ん
て
論
外

ね
。
一
草
入
魂
で
あ
る
。

大
抵
の
雑
草
は
オ
オ
バ
コ

と
か
メ
ヒ
シ
バ
な
ど
の
よ
う

に
、
生
命
力
が
あ
っ
て
タ
イ

ヤ
に
ひ
か
れ
て
も
へ
っ
ち
ゃ

ら
な
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
一
度
ひ
っ
こ
抜
け
ば
そ
れ

で
終
わ
り
で
あ
る
。
で
も
中

に
は
、
小
さ
い
く
せ
に
抜
い

て
も
抜
い
て
も
ま
た
生
え
て

く
る
ゴ
キ
ブ
リ
の
よ
う
に
し

つ
こ
い
や
つ
ら
が
い
る
。
ス

ギ
ナ
と
ド
ク
ダ
ミ
で
あ
る
。

ド
ク
ダ
ミ
は
深
い
所
に
根

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡

ら
せ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
割

れ
目
か
ら
で
も
生
え
て
く
る

ゾ
ン
ビ
の
よ
う
な
や
つ
で
あ

る
。
お
ま
け
に
臭
い
。
た
だ

ド
ク
ダ
ミ
は
性
格
が
悪
い
た

め
か
日
陰
を
好
む
た
め
、
私

の
大
事
な
芝
生
に
は
生
え
て

こ
な
い
。

問
題
は
日
陰
だ
ろ
う
が
日

な
た
だ
ろ
う
が
ど
こ
に
で
も

生
え
る
雑
草
界
の
総
番
長
、

ラ
ス
ボ
ス
・
ス
ギ
ナ
で
あ

る
。
こ
い
つ
も
ド
ク
ダ
ミ
同

様
地
下
の
深
い
所
に
根
を
張

っ
て
、
抜
い
て
も
抜
い
て
も

次
の
日
に
は
ま
た
生
え
て
く

る
最
強
最
悪
の
雑
草
で
あ

る
。
ま
ず
私
の
経
験
で
は
除

草
剤
は
無
効
。
毎
年
う
ち
の

病
院
の
中
庭
に
勝
手
に
生
え

て
く
る
た
め
超
強
力
除
草
剤

を
原
液
で
撒ま

い
て
い
る
が
、

翌
年
ま
た
元
気
に
生
え
て
く

る
。
除
草
剤
を
エ
サ
に
し
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
こ

の
ス
ギ
ナ
が
私
の
芝
生
に
は

び
こ
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
を
私
は
毎
日
見
付
け

次
第
引
っ
こ
抜
い
て
い
る
。

無
造
作
に
や
る
と
芝
も
一
緒

に
抜
い
て
し
ま
う
の
で
、
一

本
一
本
精
神
集
中
し
て
ス
ギ

ナ
の
み
を
抜
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
う
ま
く
い
く
と
長
い

根
と
地
表
部
で
枝
分
か
れ
し

た
ス
ギ
ナ
が
ま
る
で
珊サ

ン

ゴ瑚
の

よ
う
に
良
い
形
で
抜
く
こ
と

が
で
き
る
。実
に
喜
ば
し
い
。

立
派
な
珊
瑚
が
取
れ
た
ら
ス

マ
ホ
で
記
録
し
て
い
る
。
魚

拓
の
よ
う
な
も
の
か
な
。

こ
れ
を
私
は
毎
朝
や
っ
て

い
る
。
モ
グ
ラ
た
た
き
の
よ

う
で
き
り
が
な
い
が
、
そ
の

う
ち
ス
ギ
ナ
が
根
負
け
し
て

「
参
り
ま
し
た
」「
も
う
勘
弁

し
て
下
さ
い
」
と
言
う
ま
で

続
け
る
の
だ
。
一
生
か
も
。
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万一の医療事故に備えての保険制度です

日医医賠責特約保険 日医Ａ会員の任意加入
「2024年7月1日保険開始」分の加入受付及び更新手続きが始まります

これまで以上に
その備えが
重要です。

加入を
おすすめする
日医Ａ会員

■日医医賠責特約保険　支払例　「医療法人（一人医師医療法人以外）」のみが損害賠償請求を受けたケース
事故の概要

医療機関

内容

認定された
損害賠償額

法人立診療所（院長は日医Ａ１会員、勤務医は非会員）

医療行為上の過失により重度の後遺障害が発生し医療法人のみが損害賠償請求を受けた

１億3,000万円
（将来にわたる介護費用、逸失利益、慰謝料など）

※勤務医師個人のみを対象として損害賠償請求が行われた場合は、当該勤務医師個人を対象とする保険が必要となります。
※「一人医師医療法人」の場合は、法人宛請求でも個人立診療所に準じ日医医賠責保険で対応します。
※法人から日医Ａ会員個人に対して損害賠償請求が行われた場合、その医師の責任割合部分を支払う場合があります。

日医医賠責特約保険の支払限度額と掛金

１.支払限度額 ２.掛金（１年間）

日医医賠責特約保険の新規加入手続 既に日医医賠責特約保険に加入されている
日医Ａ会員の更新手続

加入を希望する日医 A 会員は、所属の都道府県医師会（一部、地域によっては郡市区医師会）から、「日医医賠責特約保険
2024年 7月新規加入のご案内」を入手の上、所定の項目に記入し、所属の都道府県医師会宛に 5月 31日までにご提出下さい。
●加入資格：日医A会員（A1、A2B、A2C会員）
●被保険者：①加入申込をした日医 A 会員（「記名会員」という）②前記①の記名会員が理事である法人、又は管理者である医療
施設を開設する法人で、補償対象として加入依頼書に記名した法人

●対象とする医療施設：①診療所（個人立、法人立を問いません）②個人立病院・介護医療院（病床数・定員数の上限なし）③99
床以下の法人立病院・定員 99 名以下の法人立介護医療院。ただし、病院については一般病床と療養病床が対象。又、①結核病
床と感染症病床②精神病床（ただし、一般病床を主として有する病院の中の精神病床は対象とします）③介護老人保健施設④国、
独立行政法人、国立大学法人、社会保険関係、会社が開設する医療機関及び公的医療機関（いずれも、病院・診療所を含む）
は対象外となります。

●掛金の納入：都道府県医師会（一部、地域によっては郡市区医師会）を通じて集金となります。
●被保険者証の交付：8 月中旬頃を目途に日本医師会から加入者に直送いたします。

※次年度以降は加入条件に変更のない限り、毎年 7月 1日から 1年間の契約として、自動継続となります。

● 4月中旬、全加入者宛に「自動継続のご案内」を発送い
たします。

●「自動継続のご案内」に記載の内容（現在の契約と同じ
内容）で継続を希望される加入者は、手続き不要です。
2024年7月1日から1年間自動継続となります。

●加入内容に変更がある加入者及び継続の中止を希望さ
れる加入者は5月31日までに、所属の都道府県医師
会（一部、地域によっては郡市区医師会）宛、その旨を
ご連絡下さい。

日医医賠責特約保険と日医医賠責保険の関係

１事故支払限度額

日医医賠責特約保険

日医医賠責保険

免責金額（１００万円）
行為者責任 開設者・管理者責任

３億円

１億円

100万円

保険期間

加入手続

お問い合わせ先　日本医師会医賠責対策課
03-3942-6136（平日9：30 ～17：30）  　 　ibaiseki@po.med.or.jp

保険金の支払い

特約保険
加入

特約保険
未加入

1億2,900万円
（免責100万円を差し引いた額）

日医医賠責保険では、法人に対する
損害賠償請求は対象となりません。

日医医賠責保険と合算して

掛金＝ 一般・療養病床の許可病床数又は定員－ 40,000円12,400円×

上記に対応できるよう、日医医賠責特約保険は支払限度額が１事故３億円、保険期間中９億円となって
います。この機会にぜひともご加入をご検討頂きますようお願いいたします。
（損害賠償請求日が2020年６月以前の医療事故については、１事故２億円、保険期間中６億円となります）

2020年４月１日の民法改正で法定利率が５％→３％に変更されたことにより、損害賠償金が引き上げられ
る事案が増加しています。

1事故（同一医療行為につき） ３億円
①診療所・介護医療院（19名以下） 20,000円
②日医Ａ２会員 20,000円
③病院・介護医療院（20名以上）

保険期間中（年間）
（免責金額は1事故100万円）

９億円

法人（法人立診療所、99床以下の法人立病院及び定員99名以下の介護医療院）の責任部分の賠償にも
備えたい日医Ａ会員
日医Ａ会員以外の医師が起こした医療事故に対する、開設者・管理者としての賠償にも
備えたい日医Ａ会員
高額賠償の支払い（１事故３億円、保険期間中９億円まで）に備えたい日医Ａ会員

2024年７月１日から１年間
2024年５月３１日までに所属の
都道府県医師会へ加入依頼書を提出
（一部、地域によっては郡市区医師会へ）
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医
学
の
神
ア
ポ
ロ
ン
、
ア

ス
ク
レ
ピ
オ
ス
、
ヒ
ュ
ギ
エ

イ
ア
、
パ
ナ
ケ
イ
ア
、
及
び

全
て
の
神
々
よ
。
我
、
能
力

と
判
断
に
従
い
、
こ
の
誓
約

を
守
る
こ
と
を
誓
う
。

医
術
を
教
え
て
く
れ
た
師

を
実
の
親
の
よ
う
に
敬
い
、

自
ら
の
財
産
を
分
け
与
え
て

必
要
あ
る
時
に
は
助
け
る
。

師
の
子
孫
を
自
身
の
兄
弟
の

よ
う
に
見
て
、
彼
ら
が
学
ば

ん
と
す
れ
ば
報
酬
な
し
に
こ

の
術
を
教
え
る
。
著
作
や
講

義
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
、
医
術
の
知
識
を
自
ら
の

息
子
、
師
の
子
ら
、
ま
た
、

医
の
規
則
に
則
っ
て
誓
約
で

結
ば
れ
て
い
る
弟
子
達
に
分

か
ち
与
え
、
そ
れ
以
外
の
誰

に
も
教
え
ま
い
（
中

略
）
。

こ
の
誓
い
を
守
り

続
け
る
限
り
、
私
は

人
生
と
医
術
と
を
享
受
し
、

全
て
の
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
万
が
一
、

こ
の
誓
い
を
破
る
時
、
私
は

そ
の
反
対
の
運
命
を
賜
る
だ

ろ
う
。

以
上
は
か
の
有
名
な
『
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
』
で
あ

る
。
文
字
数
の
都
合
上
、（
中

略
）
と
し
た
が
、
こ
の
前
段

の
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
医

学
（
医
術
）
の
基
礎
は
「
師

と
弟
子
に
よ
る
徒
弟
制
度
」

の
中
で
起
こ
る
知

識
と
技
術
の
伝
承

で
あ
る
。

師
は
弟
子
に
自

ら
の
知
識
と
技
術
を
無
償
で

教
え
、
弟
子
は
い
ず
れ
成
長

し
て
師
と
な
り
、
更
に
自
分

よ
り
若
い
弟
子
に
伝
え
て
い

く
。日

本
の
医
療
現
場
に
お
い

て
起
こ
っ
た
「
新
臨
床
研
修

医
制
度
と
そ
れ
に
伴
う
医
局

制
度
の
崩
壊
」
は
、
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
時
代
か
ら
つ
い
最

近
ま
で
続
い
て
き
た
「
医
学

の
徒
弟
制
度
の
崩
壊
」
と
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
』

な
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

師
は
い
な
い
し
、
弟
子
も
い

な
い
。
自
分
さ
え
良
け
れ
ば

良
い
。
尊
敬
は
要
ら
な
い
か

ら
お
金
さ
え
く
れ
れ
ば
い

い
。
そ
ん
な
医
師
達
が
増
え

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
。

�

（
翔
）

The Oath of Hippocrates
日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

基
金
掛
金
の
１
年
前
納
に
つ
い
て

 

～
国
民
年
金
保
険
料
と
合
算
の
方
の

引
落
日
は
４
月
30
日
で
す
～

令
和
６
年
度
分
の
基
金
掛

金
を
国
民
年
金
の
保
険
料
と

合
算
し
て
１
年
分
を
前
納
と

さ
れ
て
い
る
加
入
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
４
月
30
日
（
火
）

に
ご
指
定
の
金
融
機
関
の
口

座
か
ら
、
基
金
掛
金
及
び
国

民
年
金
保
険
料
の
引
き
落
と

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

引
き
落
と
し
と
な
る
金
額

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

「
引
落
し
案
内
通
知
書
」
が

お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、

ご
確
認
下
さ
い
。

万
一
、
引
落
日
に
残
高
不

足
等
で
引
き
落
と
し
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
本
年

度
分
の
掛
金
納
付
は
自
動
的

に
毎
月
払
い
の
取
り
扱
い
に

変
更
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
に
は
、
前
納
に
よ
る
割
引

制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な

　東京上野の国立科学博物館で開催されている特別展「大哺乳類展3─わけてつなげ
て大行進」のチケット（一般1枚、小・中・高校生1枚合わせて2枚）を60組の方に
プレゼントいたします。
　今回の特別展はテーマを「分類（＝わける）」と「系統（＝つなぐ）」とし、見た
目や内部の特徴、DNAなどを基にグループ分けし、それらの関係性をつなぎ合わせ
ることで浮かび上がってくる哺乳類の不思議に迫ることを目的に開催されるもので
す。500点を超える標本による大スケールの展示など、見どころも多く、ぜひゴール
デンウィークの家族サービスなどにご活用下さい。
主　　催：国立科学博物館、朝日新聞社、TBS、TBSグロウディア
会　　期：2024年6月16日（日）まで
開館時間：�午前9時から午後5時（入場は午後4時30分まで）
	 ※	ただし、毎週土曜日、4月28日（日）～ 5月6日（月・振休）は19時

まで延長（入場は18時30分まで）。
休　館　日：月曜日、5月7日（火）
	 ※	ただし3月25日（月）、4月1日（月）、4月29日（月・祝）、5月6日（月・

振休）、6月10日（月）は開館。
申込方法：�下記の申し込みサイトから必要事項をご記入の上、お申し込み下さい。
	 https://forms.gle/2rMRkR7iPxUMV5DE8
申込締切：2024年4月12日（金）
　なお、開催概要等の詳細は下記の公式サイトをご参照願います。
　https://mammals3.exhibit.jp/
問い合わせ先：日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

特別展「大哺乳類展3特別展「大哺乳類展3
 ─ ─わけてつなげて大行進」のわけてつなげて大行進」の

チケットをプレゼントチケットをプレゼント
※当選の発表はチケットの発送をもって代えさせて頂きます。※当選の発表はチケットの発送をもって代えさせて頂きます。

日本臨床分科医会代表者会議　所属医会の活動①
　今号より、日本臨床分科医会代表者会議の所属医会の活動を順次掲載して参ります。

日本眼科医会
　視覚障害の原因疾患は、1位緑内障、2位網膜色素変性、3位糖尿病網膜症、4位
黄斑変性ですが、これらは眼底の病気で視力検査だけでは早期発見できないため、
眼底検査が大変有用になります。
　日本眼科医会（以下本会）では、視覚障害に至る方を減らすために、眼底検査の
重要性を啓発する活動を行っています。2022年及び2023年には、厚生労働省が発出
する「職場の健康診断実施強化月間」の通知に「眼科検診の推進」が盛り込まれ、
眼科検査の必要性が重要視されるようになりました。
　労働現場において、眼科疾患があると転倒リスクが10倍以上になり、更には作業
ミス、安全の確認不足につながると言われています。働く人達の健康管理を定めた
労働安全衛生法の2026年改正に向けて、眼科疾患の早期発見により、国民が安全か
つ長期に働くことができるよう、眼底検査の重要性を各所に訴え掛けています。
　同時に国民に対しては、ACジャパン2023支援キャンペーン「バカボンのパパの
提案」を通じ、眼底検査の必要性を啓発しています。
　また、2022年には国家検定資格である眼鏡作製技能士が誕生しました。眼鏡作製
技能士とは、眼科専門医と連携の上、眼鏡を必要とする顧客に、眼鏡店における視
力の測定、レンズ加工、フレームのフィッティング等の業務を行う職種です。
　本会は、一般社団法人日本メガネ協会（眼鏡作製技能士を擁する団体）と協力し、
特に幼児・学童、初めての眼鏡作製、眼科疾患が疑われる方は、眼科専門医に速や
かに紹介して、眼科が発行する眼鏡処方箋

せん

に基づいて安全で適切な眼鏡を作製する、
という連携を図っています。
　今後も、国民に眼鏡作製に関わる正しい情報を提供して参る所存です。
　活動の詳細は、日本眼科医会のホームページをご参照願います。

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料

と
合
算
せ
ず
に
基
金
掛
金
の

み
を
１
年
分
前
納
と
さ
れ
て

い
る
加
入
員
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す

が
、
今
年
は
６
月
３
日
（
月
）

が
引
落
予
定
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
は
、
不
確

実
な
将
来
へ
の
備
え
と
し

て
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
を

行
う
、
終
身
年
金
を
基
本
と

す
る
「
公
的
な
年
金
制
度
」

で
す
。
掛
金
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
な

ど
優
れ
た
税
制
上
の
優
遇
措

置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト

に
当
た
り
、未
加
入
の
方
は
、

国
民
年
金
基
金
へ
の
ご
加
入

に
つ
い
て
ご
検
討
願
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。 申し込みサイト
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